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開発成果

成果概要

課題となっていた触媒の失活を防ぎ、生成炭素を連続排出することが可能なメタン直
接分解水素製造装置のプロトタイプを作製し、連続運転できることを確認した。要求
性能である 30% の水素濃度混合ガスを生産し、その条件でも水素分離が可能なパラ
ジウム製の分離膜を用いて純水素の分離・生成を実現した。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●ニッケル触媒によるメタン直接分解による水素製
造装置

●起動時の還元処理が不要
●CO2排出量を低減

●加熱部を組み込んだ反応炉本体
●炉内水素濃度を直接計測するH2センサー
●生成炭素排出用ボールバルブ
　（エアーオペレート式水素防爆仕様）
●Pd水素分離膜
●防爆仕様の電動フローコントロールバルブ

●ニッケル触媒を用いたメタン直接分解炉
●高温用摺動シール材に頼らない生成炭素の排出
機構

●シミュレーションに基づいて最適設計された加熱炉
●パラジウム膜を利用した水素分離装置

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

株式会社伊原工業　代表取締役　伊原良碩
e-mail…: ihara@ihara-inc.com　電話番号：0533-72-2171　FAX：0533-72-2173
特願2018−203547、特願2018−203548

メタン直接分解水素製造装置
～CO2低減水素製造装置の開発と水素分離装置の開発～
●…豊橋技術科学大学…教授　中村祐二、准教授　須田善行　　●…株式会社伊原工業　伊原良碩　　●…岐阜大学…教授　宮坂武志、特任教授　安里勝雄、助教　朝原　誠
●…中京大学…教授　山田光男、研究員　藤川清史　　●…加藤精工株式会社　加藤久雄　　●…株式会社ネクロス　横山　崇　　●…あいち産業科学技術総合センター　鈴木正史、濱口裕昭

メタン直接分解水素製造装置

水素ガス濃度の時間変化
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参画機関

●…豊橋技術科学大学
●…岐阜大学
●…中京大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…株式会社伊原工業
●…加藤精工株式会社
●…株式会社ネクロス　

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

大気中のCO2濃度の低減に向けて水素エネルギーは解決策の一つとして期待されているが、現在考えられてい
る純水素供給やCO2の回収・貯留には莫大な社会インフラコストがかかるなど問題が山積している。本研究開
発では、これら問題を回避し、将来の水素社会とも整合する新規の低炭素水素製造システムを構築することを
目指し、その中心的役割を担う「メタン直接分解による水素製造装置」の開発を行い、そのプロトタイプとして、
水素製造効率30%、容量1Nm3/h程度の性能を持つ水素製造装置を開発した。

●メタン直接分解水素製造装置

●…株式会社伊原工業…代表取締役　伊原良碩

メタン直接分解水素製造システムの開発
～天然ガスを利用する水素ステーションと生産現場の両方を低炭素化～

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

重点研究プロジェクトによって産学行政の密な連携が
図られ、自社開発だけでは対応しきれない課題の解決
ならびに最適設計への手がかりを得ることができ、円
滑な製品開発につながった。今回開発した技術は、メ
タンから水素を製造する際のCO2の排出量を大幅に低
減することが期待できるため、低炭素化を目指す生産
施設などが特に集中してる本地域に普及することの意
義は大きい。

愛知県に集積する輸送機械、業務用機械、金属熱処
理、窯業などの生産をおこなう事業者が、排出してい
るCO2を低減することで、各事業者の環境行動目標の
達成に貢献するとともに、排出量制限に対する将来の
リスクを回避可能にする。
開発品の商品化に向けて、燃料電池メーカー、エネ
ルギー事業者等と本技術に関する情報交換を進め、
2020年度には商品化する予定である。

株式会社伊原工業
伊原良碩

豊橋技術科学大学
中村祐二
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